
本庄たかお
京都府会議員 府議団政調会長

ほんじょう 孝夫

PROFILE●府会議員２期。府会文化教育常任委
員・府議団政務調査会長。1948年、滋賀県高
島市生まれ。京都教育大卒。市立中学校教員、
京都市教組書記長など歴任。山科区生活相談所
長。「原発ゼロ・山科の会」事務局長。

ブレずに共闘つらぬく日本共産党が伸びてこそ

市民環境研究所
石田紀郎さん

市民と一緒になった
活躍に期待します

安倍政権を退場させよう!!

2018年4月京都府知事選は、福山和人さんが大健闘

格差ただし、子育て支援！
▶子どもの医療費は中学校卒業まで無料に
▶�小学校のような全員制の温かい中学校給食・�
給食費の無償化へ
▶給付制奨学金の実現を
▶ブラックバイト・企業の根絶へ

安心できる医療・介護！
▶国保料・介護保険料の引き下げを
▶特別養護老人ホームの増設へ
▶老人医療助成（マル老）の１割負担復活を
▶敬老乗車証の改悪に反対
▶福祉・保育職員の賃金など待遇改善へ
▶消費税増税中止、中小零細業者支援を

いのち・安全最優先の京都
▶通学・生活道路の安全対策の向上を
▶�河川改修、危険なブロック塀の撤去など�
防災対策を
▶原発は再稼働せず「原発ゼロ」へ
▶京丹後市の米軍レーダー基地の撤去
▶安倍９条改憲ストップ、平和の外交へ

安倍政権 退場
市民と野党の共闘、日本共

産党の躍進で

いのちと暮らし
市民を丸ごと支援!!

市民と野党の共闘に誠実

党派も市民団体もそれぞれの主義と特徴を大事にしな
がら、結束すべき時を見逃さずに共同して動いていか
なければ、この荒廃する社会を立ち直らせることはで
きないでしょう。そしてその行動の基本的理念は「人権
と自治」だと思います。自治を大事にしない社会では人
権は守れないと思います。日本共産党がこの山科区で
市民とともにより力強く活躍されることを期待します。　

安保法等の違憲立法強行、辺野古基地建設強行、
モリカケ等の政治の私物化、日報隠蔽等の秘密体
質、過労死促進の高プロ強行、豪雨災害下の宴会
とカジノ推進法など、アベ政治の腐敗は目を覆う
ばかりです。市民の手にまっとうな政治を取り戻
すため、市民と野党の共闘に誠実に取り組んでお
られる共産党の躍進を心より期待します。

京都法律事務所 弁護士
福山和人さん

京建労山科支部長佐藤久男さん

京建労山科支部長

建設アスベスト訴訟は大阪高裁でも勝利！建設職人から見たら当然やけど、なんせ相手は国と大手メーカー。最初は勝てるか分からんかった。そんな時も全力で応援してくれたのが共産党や。どこぞのカザミドリ政治家たちとは真逆や。これからもどーんと頼りにしてます。

アスベスト訴訟の勝利へ

若い世代の不安定雇用状況や貧困な生活実態は深刻で、厳しい子育て環境の中で育つ子どもたちが大勢います。今こそ保育・福祉の質が問われています。福祉の充実で、子どもたちや子育て世代にやさしい京都府政・市政を望みます。

西野山保育園長河田邦子さん

子育て支援に期待
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▶ 中学校給食の宣伝署名活動

◀市役所前での
敬老乗車証宣伝

◀山科
ブロック塀調査

倉林明子参院議員

市民

格差ただし、子育て支援！

安心できる医療・介護！

いのち・安全最優先の京都

弱い者いじめは許さない！

５年前の台風18号で崩壊した
大文字登山道の復旧に尽力
毘沙門から大文字に向かう登山道、国有林の大
規模崩壊で道が寸断。現場に足を運び、国の近
畿中国森林管理局に申し入れ、直ちに予算確保
と復旧・整備が実現しました。

府民の声届け
国政動かします！
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安倍9条改憲・消費税10％増税ストップ
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2018年11月号外　日本共産党京都東地区委員会は上記の見解を発表しましたので紹介します。
発行／日本共産党京都東地区員会 京都市山科区西野大手先町8-8 ℡075-591-7851
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沖縄県知事選で「オール沖縄」の玉城デニーさんが勝利

比例での日本共産党の躍進、
京都選挙区（定数2）で倉林明子の再選を！

府会

安倍9条改憲・消費税10％増税ストップ

PROFILE●市議1期目。2015年、2016年
はまちづくり委員会、2017年、2018年は
教育福祉委員会に所属。1974年兵庫県丹波
市生まれ。立命館大学卒。在学中、障害児
学童の指導員の活動などにとりくむ。新日
本婦人の会で、子育てサークル、脱原発の
運動などにとりくむ。家族は夫と一女一男。

市会

京都　山本陽子
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行動力

パワフル京都市会議員



推薦します痛む足を引きずりながら
「年金が少なく医療費が心配。食事を削るしかない」との悲痛な声。
暮らしを脅かし、9条改憲と「戦争する国」づくり
消費税増税は許せません。
人の痛みに心寄せ、「府民を丸ごと応援する府政」めざします。 本庄たかお

府会議員

くらしの安心・住み続けられる山科へ
誰も見捨てない。苦難解決へ奔走!!

府議会代表質問（３年前）で台風18号災害・山科区の浸水被害を取り上げ、「雨が降るたびに不
安！」の被災者の声を紹介し、早期改修を要望。知事は管理責任を認め、河川整備計画の策定
を約束。四ノ宮川は川床を掘り下げ、川の断面を大幅に広げる計画、安祥寺川はJRの線路下に
バイパストンネル（導水管）を通し、水位計が設置されます。
昨年４月から工事に着工。「一緒に足を運び、実現してくれた！」と地域から喜ばれています。　　

四ノ宮川・安祥寺川の抜本改修が始まる！
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1 		岡山県真備町の	
災害救援ボランティアに参加

2 			2017年「いのちと暮らし、雇用
と営業を守れ」府市民総行動

3 		沖縄・米軍ヘリの窓枠が	
学校校庭に落下

4 		府議団勢ぞろいで、	
府職員の皆さんへの早朝宣伝

福島県から京都府木津川市への避難者 福島敦子さん

本庄たかおさんは、常に現場に足を運んで府民の願いを聞き、
熱いハートと実行力で府政に届ける議員さんです。府北部の

公立高校再編問題、臨時・非常勤教職員の処遇改善、教職員の長
時間・過密労働の改善、中学校給食の実現に向けて、常に運動に参加する
人たちを励ましながら、リードしてこられました。京都の子どもと教育を
守るためにも、府民にとってかけがえのない議員さんです。

京都教職員組合委員長 河口隆洋さん

5年前の台風18号被害 200件を超える浸水被害

この夏の「災害級」の猛暑、大きな地震、記録
的豪雨、強力台風の上陸と、「災害多発国日本」
の厳しい現実に直面しています。被災者の願い
に応え、希望が持てる支援と対策を従来の枠に
とどまらず、抜本的に強めることが政治に求め
られています。

災害対策は待ったなし

府政を動かす！

四ノ宮川「すじかいはし」下流 安祥寺川護岸コンクリート補強

私は、本庄孝夫さんの議員再選に期待しております。本庄さん
は、若狭湾原発群の再稼働にきっぱり反対されています。東電福

島第一原発の事故から京都へ避難した私たち避難者の声を議会へ
届けてくださっています。自ら行動し、府民とともに歩き、解決に導く貴重
な議員のお一人です。
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保育士
子育てサポート
ボランティア
永井幸子さん

子育て真っ最中の山本さんだから
こそ、親子が笑顔で暮らせるよう
に、議会で頑張ってほしいです！

画家
藤田欽平さん

平和と民主主義を守るため、熱い
奮闘を期待しています。山本陽子
さんガンバレ！

これからも期待
しています！

片岡医院 院長
片岡正人さん

腐敗しきった安倍政権を打倒し、
住民の為の真の民主主議政治を実
現する勢力の核になって頂きたい。

応援します！
京都市が、乗るたび利用料負担の制度へ改悪方針を
示してから5年。改悪を実施するなと「敬老乗車証守
れ！」の署名は40,620筆まで積み上がりました。引き
続き、声をあげていきます！

現在の敬老乗車証制度を守ります

高齢化社会にあっては、買物やおでかけ、社会活動など、高
齢者が生き生きと生活できる条件を守ることが、ひいては地
域の活性化にもつながります。公共交通を充実させ、利用し
やすいものにしていきます。

山科の公共交通の充実を

がんばります！

代表質問では、府内26市町村のうち23市町村が実
施または計画中であること示し、京都市でも実現
をと求めました。教育長の答弁も変化して運動が
京都市を動かしつつあります。

食べている生徒が
少ないから、子ども
は「恥ずかしい。給
食を隠して食べてい
る」という声も。

給食を食べている中学生

全国平均 京都市

30%87%

子どもの
医療費の
助成制度

中学校卒業まで
すべての子どもを無料に！
来年度から制度の充実が示されています
が、内容は府市で検討中。所得制限の導入
は許しません。

障がいのある児童の
保育の充実を！
保育士確保が困難だからこそ、保育士の
加配を充実させて、親も子どもも、保育士
にとっても環境改善をと、求めています。

全員制の中学校給食の実現を！
中学校給食は、食育の生きた教材として見直され、
また子育て支援としても要望が多く、全国で広がっ
ています。

カフェで
交流、

保護者の願いを
示そうと、山科で
お母さんたちと

署名
活動

署名
活動

子育て世
代の願い小学生の子どもを育てる母親だか

ら、子育てや暮らしに悩んでいる皆

さんの思いを大切に、政治の場で代

弁することが私の役目と、頑張って

きました。

少子化だからこそ、子育て支援の底

上げを。高齢化社会だからこそ、高

齢者が生き生き暮らせる生活の保

障を。

これからもまっすぐに求めていき

ます！
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